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大学生アスリートにおける家族のコミットメント























略に関する研究 （Rhind and Jowett, 2010） があり，そのほかに
も複数の研究が存在する （e.g. Davis and Jowett, 2014; 飯塚ほ










「スポーツ・ライフ・バランス」 （Arai, 2013） という考え方を意





























































































2.80 （±1.61），女性 3.38 （±2.03） で有意差が認められた （t 








































































たことのある者 （3.54±1.73）　の方が経験のない者 （2.88±2.06） 
よりも家族のコミットメントが高い結果となった。スポーツ
タレント発掘・育成に関する論文や書籍をレビューした Rees 
et al. （2016） によれば，コーチによるサポートだけではなく家
族や兄弟，保護者のサポートが競技力向上に不可欠であるこ
とが示唆されている （e.g. Roland et al., 2019; Côté, 1999）。そ
してこれらの関係者が包括的にサポートすることにより競技
レベルの高い選手の発掘・育成に繋がることも指摘されている 
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